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１．はじめに 

静岡駅前地下駐車場ケーソンは，長辺 63.6m，短辺 46.0m，躯体長 19.75m（平面積約 3000m2）と，陸上のニ

ューマチックケーソンとしては国内最大級の規模である 1)。本ケーソンの特徴の１つとして，過去の施工実積

を反映した施工時部材の設計が挙げられ，その結果，大型ケーソンとしては非常にスレンダーな構造となって

いる（隔壁枚数が従来の半数程度）。 

このため，実施工においては，通例の施工時計測に加えて，吊桁等の構造部材の安全性を確認するための計

測を実施した。主たる計測項目としては，①傾斜，②土水圧，③周面摩擦力，④刃口反力，⑤鉄筋応力（作業

室天井スラブ吊桁，刃口）である。本文は，これらの計測項目のうち，特に④刃口反力の計測結果について，

設計値との比較を含めてとりまとめたものである。なお，本ケーソンにおける計測機器配置は図－１に示すと

おりである。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－１ 計器配置図 
 
２．作業室天井スラブおよび吊桁の設計手法 

大型ケーソンにおける施工時部材のうち，作業室天

井スラブおよび吊桁の設計は，自重，作業室気圧，地

盤反力を外力として格子解析を行うのが一般的である。

この場合，地盤反力という不確定要素をどう捉えるか

によって躯体の応力状態が大きく変化する。 

従来，この地盤反力はケーソン長辺，短辺の刃口反

力比１：３として用いられてきた 2)3)。これに対し，本

ケーソンでは，過去の施工実積と最近の設備状況を設

計に反映させ，図－２に示す新しい設計手法を採用し

ている。 
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刃口反力計 
土圧計，間隙水圧計，周面摩擦計 

鉄筋応力計 
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隣合う２辺＝1：2.5（砂質土）

Case－１

長辺：短辺＝1：1

Case－２

Case－３

隣合う２辺＝1：3（粘性土）

Case－４

中心部：隅角部＝1：6（砂質土）

砂質土：長辺：短辺＝2.5:1、1:2.5

粘性土 長辺：短辺＝3:1、1:3

図－２  刃口反力の設計条件 
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３．計測値と設計値の比較 
以下に，設計で想定した値と計測値の比較を示す。ここでは，前述の４ケースのうち，長辺短辺の刃口反力

比（Case－２），隣接辺の刃口反力比（Case－3）および隅各中央の刃口反力比（Case－4）に着目した。な

お，各ケースについてμ＋3σ（全データの 99.7％を含む）の刃口反力比を算出し，設計値との比較を行って

いる。 
(1) Case－2（長辺，短辺の刃口反力比） 

 図－３に，長辺，短辺の刃口反力比を示す。 
 計測結果は，反力比 2.4 程度までに分布し

ている。当該地盤は砂質土であり，設計時に

考慮した 1：2.5 の刃口反力比は妥当であった

と判断できる。 
(2) Case－3（隣り合う二辺の刃口反力比） 
図－４に，隣り合う２辺の刃口反力比を示

す。計測結果は，刃口反力比 3.0 程度までに

分布している。本ケースでは，設計時に 1：
2.5 の刃口反力比を想定して設計を行ってお

り，施工時には，それ以上の刃口反力比が発

生していることになる。 
ただし，施工中において，障害物を噛んだ

ような局部的に大きな刃口反力を記録した時

期があり，これが反力比の増加に寄与したも

のと考えられる。 
(3) Case－4（隅角部，中央部の刃口反力比） 

図－５に，中央部と隅角部の刃口反力比を

示す。計測結果は，刃口反力比 4.0 程度まで

に分布している。これより，設計時に想定し

た 1：6 の刃口反力比は妥当であったと判断で

きる。 
４．おわりに 

超大型ケーソンの施工時における刃口反力

の分布傾向について整理した。この結果，設

計時に設定された刃口反力比については，概

ね妥当な値であったことが確認できた。ただ

し，施工中において局部的に大きな刃口反力

が観察される等，ばらつきも見られ，これら

の適切な評価が必要と考えられる。今後，さ

らに計測値の分析を進め，合理的な設計手法

の確立への基礎資料としたい。 
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図－３  長辺，短辺の刃口反力比 
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図－４  隣り合う 2 辺の刃口反力比 
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図－５  中央部，隅角部の刃口反力比 

土木学会第59回年次学術講演会（平成16年9月）

-426-

6-213


